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祝ご卒業 ～旅立ちの日に寄せて～
５６名の卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。
皆さんの心の中には、中学校生活の様々な出来事が思い出されている

ことと思います。３年前の入学の日から今日まで、皆さんは素敵な仲間
とともに、かけがえのない日々を過ごしてきました
はじめの１年は、コロナの影響でまだまだ学校の活動に多くの制限が

あり、もどかしい思いもあったと思いますが、皆さんが２年生になった
昨年度は、様々な活動が少しずつ以前の状態に戻ってきました。
そして、最上級生となった今年度、皆さんはリーダーとして、行事や

生徒会活動、その他様々な面で後輩たちのよき手本となり、学校を引っ
張ってくれました。
６月の音楽祭で聞かせてくれたあの歌声は、さすが３年生という迫力、説得力でした。それぞれの

クラスが一つになった素晴らしい発表会でした。時期を６月に変更して２年目、今回の皆さんの頑張
りは、この行事の方向を確かなものにしてくれたように思います。
運動会では、今年度、学年を超えた縦割りのチーム編成に変更しましたが、３年生のリーダーシッ

プのもと、一人ひとりが自分の役割を果たして素晴らしい団結力を見せてくれました。最上級生とし
ての皆さんの功績はとても大きいものでした。
生徒会活動や部活動でも先頭に立って動き、素晴らしい成果や思い出を残してくれました。その取

組や熱い思いは、２年生・１年生に、必ず引き継がれていくはずです。
そして、日頃の授業に取り組む姿勢も、日を追うにつれ、意欲的で大変真剣なものになっていまし

た。一人ひとりの目標に対する意識の高まりを感じました。成長を感じました。
皆さん一人ひとりの頑張りが、それぞれの成果につながっています。それは、「やればできる」と

いうことの証。皆さんには、卒業後の新たなステージでも、様々なことにぜひ前向きにチャレンジし
ていってほしいと思っています。
皆さんの可能性は無限です。自分で限界を作ることなく、まずは自分で自分に期待をかけてみまし

ょう。はじめの一歩を踏み出さないことには何も始まりせん。一人ひとり、自分の好きなこと、やり
たいことがあるはずです。「自分はこうありたい」という熱い思いを大切に、「やればできる」自分
の可能性を信じてください。「難しいからやらない」ではなく、「目標のために今やれることは何で

もやる」「自分がやるべきこと一つひとつを確実に積み上げる」と
いう姿勢で挑戦を積み重ねていってほしいと思います。
時に、結果が伴わないこともあるかもしれませんが、積み上げた

努力は必ず自分の力になっていきます。

「考えよう！鍛えよう！やり遂げよう！」
皆さんの力強い挑戦に期待しています。そして、この勝山中学校

で過ごした日々を誇りに、夢をもって自分の人生を切り拓いてくだ
さい。私たちもずっと応援しています。



表彰・入賞おめでとう！《３年生》
【令和６年度 岡山県選挙管理委員会 明るい選挙啓発ポスターコンクール】
《委員長賞》 谷口 栞菜 （県内中学生の中で 1位）

【岡山県学校図書館協議会 読書感想文コンクール】
《佳 作》 植田 愛

【第１８１回 岡山県小・中学校書き初め展】
《銀 賞》 宮田 将吾

【令和６年度 岡山県中学校体育連盟 部長表彰】
《相 撲》 山田 惇平
《相 撲》 中村 皇太
《相 撲》 伊藤 仁之介

在校生からのメッセージ ～生徒会企画による動画～
先日より、生徒玄関前のモニターに、在校生から卒業生

への感謝のメッセージ動画が流れています。生徒会総務委
員会が企画し、各学年で作成したものです。
３年生の皆さんが今まで多くの場面で、１・２年生をリ

ードしてきてくれたことが、今回の温かい動画につながっ
ているように思いました。また、３年生のこれまでの生徒
会活動への姿勢や思いが、新しい生徒会にも伝わっている
んだなとも思いました。
在校生や新生徒会には、先輩たちが築いてきた伝統を大

切にしながら、新しいチャレンジも進めていってほしいと、改めて思います。

卒業生保護者の皆様へ
この度は、お子様のご卒業、誠におめでとうございます。
今日の日まで、健やかな成長を願い、深い愛情を注いでこられた皆様には、心身ともにたくまし

く成長されたお子様の姿に、感慨もひとしおのことと拝察いたします。心よりお祝い申し上げます。
そして、この３年間、勝山中学校にお寄せくださいました多大なるご支援とご協力に、心より厚

くお礼申し上げます。
はじめの１年間は、コロナ禍で様々な行事を縮小したり中止したりせざるを得ない状況が続き、

保護者の皆様にはご心配やご迷惑をおかけいたしました。その間のご理解、ご協力に改めて感謝申
し上げます。卒業生が２年生になった５月以降、様々な活動をあまり制約のない状態に戻してきま
したが、皆様には、行事をはじめそれぞれの場面で生徒たちを励ましてくださり、大変心強かった
です。本当に力をいただきました。ありがとうございました。
また、卒業記念品として「大型扇風機」の寄贈を賜りました。ご厚意に心より感謝申し上げます。

大切に使わせていただきます。
保護者・ご家族の皆様のますますのご健勝とご多幸をお祈りいたします。


